











  Since the university reform that was enforced 1991, the universities education systems of Japan has changed 
significantly. Japanese university enrollment rate increased sharply in 1990's. As a result, the lower academic level 
universities of Japan have not been able to carry out normal university education. In this paper, I will describe, firstly, 
the increase of the university enrollment rate and then discuss critical situation of the elite education in Japanese 
universities. Secondly I will discuss about the importance of liberal arts education that have been lost by the 
university education reform of Japan because I think the liberal arts education is very important for students of the 
lower academic level universities especially. I think that it is necessary to fundamentally change the current Japanese 
university education system. Concretely speaking, firstly, the education evaluation agency of government ranks the 
university into three grades. Then each grade universities should change fundamentally the curriculum and 
educational content to attain their school mission. It’s a big mistake to make the same reform to the university of 
various levels. Finally, to prove my claims,Ｉwill present a variety of real problems which low academic level 
universities are facing. 
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を意味する studium generale と同義語になったのは
ヨーロッパ中世になってからのことである. 
  市川昭午によれば,近代的な大学の理念は 18 世紀末
から 19 世紀初めにベルリン大学を創設したフンボル





































































































































































急上昇し,2004 年には 40％を超え,2009 年にはついに



























































































































































































































































大学の新設が相次ぎ,その結果 1992 年 523 校だった大
学は2013年 4月の時点で783校まで増加した２２.これ
に少子化による 18 歳人口の急速な減少が加わること























































































































































勤務,夏休みは 9 日間,冬休みが 10 日間,春休みはな











































































































































































2 広田照幸他編,2013,『大衆化する大学 －学生の多様化をどう見るか―』岩波書店,p.88. 












まだ「岩波文庫を 100 冊読めば知識人の仲間になれる」といった言説が生きていた. 
12 大学進学率が急激に伸びて行ったこの時期（1983 年～1992 年）,大学の新入生の学力が急激に低下したこと
は極めて興味い.(赤坂真人,2010,『増補改訂版 基礎社会学』ふくろう出版.p.54). 















合格だったのに対し,留学生は 9 割が不合格または放棄であった.これは授業できちんと説明し,12 回目の講義
時にＡ4 用紙 3 ページ,105 項目の「経済学の単語集」を作成配布し,定期試験まで 3 回小テスト（同じ問題が
本試験でも出題される）を繰り返した結果である.留学生のうち 3 名の合格者以外は,40 点台が 2 名,残りは 20
点以下,0 点が 2名いた.この成績で合格にしてしまうと「何もしなくても単位が取れる」と誤解してしまい,不





23 日本私立学校振興・共済事業団 2012 年 5月 27 日発表. 
24 有名大学は次々に新学部を増設し,入学定員を増やしている.他方受験生が減少する一方であるから,のきなみ
競争率が下がり,入学して来る学生の能力,基礎学力は低下する.例えば 1992 年と 2012 年を比較すると京都大
学は実質競争力が4.7倍から2.8倍へ,早稲田大学は10.1倍から5.3倍へと大きく下落している(安田賢治,2013,
『笑うに笑えない大学の惨状』祥伝社新書). その結果入学生の学力が大幅に下がったことは国内の教育機関























にそって,大学みずからによる「自己点検・評価」の実施を勧告し,それは 1991 年 7 月に施行された大学設置
基準（文部省令）にも明記された. 
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